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経済産業省　令和２年度中小企業サイバーセキュリティ対策促進事業（地域SECUNITY形成促進事業）

主催 ： 公益社団法人　福岡貿易会
 後援 ： 一般社団法人 九州経済連合会／公益財団法人 福岡県産業・科学技術振興財団
　　　  特定非営利活動法人　日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA)　(五十音順)

無料無料

オンラインを
利用した

セミナーです。
お申込に先立ち、ご利用のPC等で
オンライン視聴が可能かどうか

ご確認ください。

14:05~14:15

5分間

10分間

30分間

30分間

30分間

14:00~14:05

平塚 伸也様

経済産業省 商務情報政策局 サイバーセキュリティ課

公益社団法人 福岡貿易会 専務理事

【基調講演】「究極のサイバーセキュリティ対策　　　　　　　　　　　　　　　」14:15~14:45

村上　純一 （むらかみ じゅんいち）氏 / PwCコンサルティング合同会社

「リモートワークとゼロトラスト、そしてエンドポイントセキュリティ」14:45~15:15

「サプライチェーンリスクから見たセキュリティ対策の必要性」15:25~15:55

30分間 関原　　優 （せきはら まさる）氏 / 三井物産セキュアディレクション株式会社　
「昨今のサイバーセキュリティを取り巻く状況と地域のセキュリティコミュニティ」15:55~16:25

10分間 「質疑応答」16:25~16:35

小出　　洋 (こいで　ひろし）先生 / 九州大学 情報基盤研究開発センター サイバーセキュリティセンター

前田　典彦 （まえだ のりひこ）氏 / 株式会社FFRIセキュリティ

～人材育成：九州大学での社会人サイバーセキュティ教育の
　　　　　　　　　　取り組みと地域・コミュニティとの連携～
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小 出　洋 先生

九州大学では2018年から毎年社会人エンジニアを対象にサイバーセキュリティ技術に関連する演習を中心とした大学院レベルの120時間
以上の履修証明プログラムProSec-ITを提供している。さらに2020年度には厚労省の委託事業として社会人エンジニアのみならず経営層
や部下を持つマネージャクラスを対象に，情報技術だけではなく人文・社会科学を含む体系的な社会人向けのサイバーセキュリティ教育プロ
グラムSECKUNを開発し，その試行を実施している。これらのプロジェクトは非常にうまく行っている。この成功は九州大学だけでは決して
なし得なかった。九州地域における企業，経済団体，福岡県警等の連携，さらには地域を越えたサイバーセキュリティ・コミュニティの方々の
協力があって初めて実現することができたものである。これは「良いことであって，地域を盛り上げるためなら一肌脱ごうじゃないか」という
気質がある九州だからこそ可能であった。今回の九州地域における地域SECUINTYの取り組みも，同じ枠組みで進めるべきである。

主にエバンジェリスト活動として、情報収集、講演や執筆などを通じた対外組織への情報提供・発信、対外組織との関係構築などを行ってい
る。サイバーセキュリティ業界には13年以上従事している。セキュリティに深く関与する前は、 IPS 関連会社やSIerにてネットワークやUNIX
サーバの構築運用業務に従事していた。JNSA(日本ネットワークセキュリティ協会) 幹事・調査研究部会長、ISOG-J(日本セキュリティオペ
レーション事業者協議会)フェロー。早稲田大学政治経済学部卒。

Profile登壇者略歴

基調講演 概要

九州大学
大学院システム情報科学研究院
サイバーセキュリティセンター
教授/情報基盤研究開発センター副センター長

【専門領域】
● サイバーセキュリティ，
● プログラミング，タスクスケジューリング，動的記憶領域管理
【研究発表等】
http://www.koidelab.net/koide/Publication.html
https://researchmap.jp/koide
【社会貢献】
● 福岡県警サイバー犯罪対策アドバイザー
● SECCON実行委員
● JST科学の甲子園情報分科会主査
● セキュリティ・キャンプ福岡 等

【略　歴】
 2017.8 九州大学大学院システム情報科学研究院
　  情報知能工学専攻教授（兼）
 2017.4 九州大学サイバーセキュリティセンター教授（兼）
 2017.4 九州大学情報基盤研究開発センター教授
 2014.4 九州工業大学大学院情報創成工学研究系
 2003.4 九州工業大学情報工学部知能情報工学科
 2001.4 工学研究科コミュニケーション・システム工学講座
 1996.4 日本原子力研究所計算科学技術推進センター

【受賞等】
● 情報処理推進機構未踏ソフトウェア創造事業 スーパークリエータ (2006)
● Sun Microsystems Duke’s Choice Award Winner (2005)
● Sun Microsystems Center of Excellence 認定 (2007)

情報システムのフレームワークのセキュリティ機能に関する研究，Moving Target Defenseに関する研究，
サイバーセキュリティに関する教育。文部科学省の社会人向けのサイバーセキュリティ教育プログラム事業である
ProSec-IT，厚生労働省の社会人向けのサイバーセキュリティ教育プログラム作成事業であるSECKUNを実施。

 (こいで　ひろし）

前田 典彦 氏
株式会社ＦＦＲＩセキュリティ
社長室長
JNSA(日本ネットワークセキュリティ協会) 幹事・調査研究部会長

 （まえだ のりひこ）
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PwCコンサルティング合同会社 ディレクター

【専門領域】
● 脅威分析、脆弱性分析マルウェア解析
● ネットワークセキュリティ機械学習
【研究発表実績】
BlackHat USA/Japan
PacSec
Association of Anti-Virus Asia Reseachers, 
RSA Conference Japan
BitVisor Summit
DEFCON 27 Red Alert ICS CTF Co-Organizer 
CODEBLUE 2019 ICS Hacking Challenge (CTF) Organizer

【外部活動実績】
経済産業省 セキュリティキャンプ講師歴任(2006-2013, 2017)
独立行政法人情報処理推進機構非常勤研究員(2009-2016)
内閣官房情報セキュリティセンター
「平成21年度各専門分野情報共有スキーム連携性及び
情報交換モデルの構築支援業務」構成員(2010)
SECCON実行委員(2013, 2017)
マルウェア対策研究人材育成ワークショップ
実行委員、プログラム委員、企画委員歴任(2013-)
早稲田大学 NTT寄附講座：サイバー攻撃対策講座 講師(2015)
国立高専機構平成28年度「情報セキュリティ人材育成事業」講師担当(2016)

村上 純一 氏
 （むらかみ じゅんいち）

三井物産セキュアディレクション株式会社
コンサルティングサービス事業本部長兼 公共事業部長

【国内特許】
特許番号_第5955475号 発明者 概要:自己多重起動抑止特性を利用したマルウェア感染防御・無効化技術
特許番号_第5996145号 発明者 概要:暗号化時のファイル特性を利用したランサムウェア検知・防御技術
特許番号_第6219550号 発明者 概要:ファイルマッピングによる暗号化に対するランサムウェア検知・防御技術
【米国特許】 米国特許第10264002号 【著書】 訴訟・コンプライアンスのためのサイバーセキュリティ戦略/NTT出版

関原　優 氏
 （せきはら まさる）

参加申込書 ［申込締切：2021年2月2日(火)］
以下の事項をご記入の上、 FAXまたはE-mailにて、下記申込先までお送りください。
E-mailの場合:件名「サイバーセキュリティセミナー参加希望」 、 
本文:以下枠内の項目を記載してください。

企業・団体名

ご住所

役職/お名前

福岡貿易会 行申込先
FAX:092-452-0700 E-mail:info@fukuoka-fta.or.jp

※ ご記入いただいた情報は、本セミナーに関するご連絡、主催者からの各種事業の御案内においてのみ使用し、他の目的には一切使用しません。
◆お問合せ先◆ 福岡貿易会 担当:森，松尾 TEL:092-452-0707

TEL E-mail

国内大手のセキュリティベンダーにてマルウェアの収集・分析等に関する研究開発、脅威分析、脆弱性診断、トレーニン
グ等の業務に従事。その後、創業メンバーとして国産セキュリティベンダーの立ち上げに参画し、執行役員として基礎技
術開発、製品開発、各種セキュリティサービス提供、事業経営等に携わる。2017年、PwCに参画。高度なサイバーセキュ
リティ技術に関する知見を活かした様々なプロジェクトやサービス開発のリードを担っている。また、サイバーセキュリ
ティ領域における外部委員活動、国際会議（BlackHat, PacSec, AVAR等）での研究発表、講師活動などの経験を数多
く有している。

情報処理安全確保支援士（第000073号）。三井物産にて情報セキュリティ専門会社である三井物産セキュアディレク
ションの設立に携わる。15年以上にわたり、IT・サイバーセキュリティのサービス事業に従事し、SOC構築、サイバー攻撃
分析、疑似攻撃によるWebサイトやネットワークの診断、自社SIEMなどのセキュリティツール開発、官公庁やグローバル
企業等に対するセキュリティコンサルティングなどを手掛ける。


